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(57)【要約】
　本発明は、ビデオ内視鏡のシャフト内に密閉されたビ
デオユニットを有するビデオ内視鏡のための電気接続部
品、ビデオ内視鏡、及びビデオ内視鏡の電気接続の作成
方法に関する。本発明に係る電気接続部品は、導体トラ
ックを有する少なくとも部分的に弾力性を有するプリン
ト回路基板（３０）を備え、プリント回路基板（３０）
は、密閉貫通接続部（１０）の接続ピン（１１）のため
の開口部を備えたベース面（３１）と、ベース面（３１
）とは異なる、特に反対の方向に分岐する共に弾力性を
有する第１アーム（３２）と第２アーム（３３）とを有
し、第１アーム（３２）及び第２アーム（３３）はそれ
ぞれ、ベース面（３１）から離れたそれぞれの端部に平
坦な端面（３６、３７）を有し、導体トラックは、ベー
ス面（３１）上の開口部と端面（３６、３７）における
電気接触面（３４、３５）との間に延びている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ内視鏡のシャフト内に密閉されたビデオユニットを有するビデオ内視鏡のための
電気接続部品であって、前記電気接続部品は、導体トラックを有する少なくとも部分的に
弾力性を有するプリント回路基板（３０）を備え、前記プリント回路基板（３０）は、密
閉貫通接続部（１０）の接続ピン（１１）のための開口部を備えたベース面（３１）と、
前記ベース面（３１）とは異なる、特に反対の方向に分岐する弾力性を有する第１アーム
（３２）と弾力性を有する第２アーム（３３）とを有し、前記第１アーム（３２）及び前
記第２アーム（３３）は、それぞれ、前記ベース面（３１）から離れたそれぞれの端部に
平坦な端面（３６、３７）を有し、前記導体トラックは、前記ベース面（３１）上の前記
開口部と前記端面（３６、３７）における電気接触面（３４、３５）との間に延びている
、電気接続部品。
【請求項２】
　前記プリント回路基板（３０）の前記ベース面（３１）及び／または前記端面（３６、
３７）が補強されている及び／または前記アーム（３２、３３）より弾力性が低いことを
特徴とする請求項１に記載の電気接続部品。
【請求項３】
　前記第１アーム（３２）及び前記第２アーム（３３）が同じ長さを有し、上下に平らに
配置されることができるまたは配置されていて、上下に位置する状態の前記端面（３６、
３７）が、前記ベース面（３１）から離れる方向を向き、上下に位置する状態で前記ベー
ス面（３１）と共にほぼ対称な三角形を形成し、上下に位置する前記端面（３６、３７）
が、前記ビデオユニットのほぼ中心軸上または回転軸上に位置することを特徴とする請求
項１または２に記載の電気接続部品。
【請求項４】
　前記プリント回路基板（３０）が、前記アーム（３２、３３）が上下に位置した状態で
、内側に位置する側に連続的なグランド層を有することを特徴とする請求項１～３のいず
れか１項に記載の電気接続部品。
【請求項５】
　上下に位置する前記端面（３６、３７）の間に配置される、特に平坦な安定化本体（４
０）を備え、前記安定化本体（４０）が、特に、前記第１アーム（３２）及び前記第２ア
ーム（３３）の前記端面（３６、３７）の前記導体トラックにおける信号のクロストーク
を低減する材料を含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の電気接続部
品。
【請求項６】
　前記端面（３６、３７）を貫通すると共に互いに接続し、前記安定化本体（４０）の両
側に特にキノコ状の突起として形成された接続要素（４１）を備えることを特徴とする請
求項１～５のいずれか１項に記載の電気接続部品。
【請求項７】
　前記プリント回路基板（３０）の前記ベース面（３１）が、密閉貫通接続部（１０）の
前記接続ピン（１１）上の開口部にプラグ接続され、前記接続ピン（１１）にはんだ付け
されることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の電気接続部品。
【請求項８】
　前記端面（３６、３７）上の前記接触面（３４、３５）が、さらなる電気接続要素、特
に１つ以上のケーブルまたは１つ以上の弾力性を有するプリント回路基板の接点に接続さ
れ、前記接続が、特にはんだ付けまたはプラグ接続によって確立されることを特徴とする
請求項１～７のいずれか１項に記載の電気接続部品。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の電気接続部品を有する前記内視鏡のシャフト内に
密閉されたビデオユニットを有するビデオ内視鏡。
【請求項１０】
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　内視鏡のシャフト内に密閉されたビデオユニットを有するビデオ内視鏡の電気接続の作
成方法であって、開口部を備えた少なくとも部分的に弾力性を有するプリント回路基板（
３０）のベース面（３１）が、前記ビデオユニットの密閉貫通接続部（１０）の接続ピン
（１１）にプラグ接続され、前記接続ピン（１１）が、前記プリント回路基板（３０）の
前記開口部で導体トラックの接触面にはんだ付けされ、第１アーム（３２）及び第２アー
ム（３３）は、互いに向かって湾曲し、前記アーム（３２、３３）の端面（３６、３７）
が上下に配置されて互いに接続され、前記導体トラックの接触面（３４、３５）が、互い
に反対向きの前記端面（３６、３７）の側で前記端面（３６、３７）上に配置されること
で、さらなる電気接続要素の導電体への前記端面（３６、３７）の導電性接続が確立され
る方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、ビデオ内視鏡のシャフト内に密閉されたビデオユニットを有するビデオ内視
鏡のための電気接続部品、ビデオ内視鏡、ビデオ内視鏡内の電気接続の使用及び作成方法
に関する。
【０００２】
　ビデオ内視鏡には、通常、内視鏡シャフトの遠位端に光学系、例えば、直視型または側
視型対物レンズが存在し、次いで、受光した光を電子画像情報に変換してこの情報を電気
信号として近位端に向けて伝導する単一の画像センサまたは一対の画像センサが存在する
。例えばステレオビデオ内視鏡では、異なる光学的特性が必要とされる、空間印象の生成
、演色性の向上、または異なる感度または異なる分析の設定のために、複数対の画像セン
サを使用することもできる。
【０００３】
　電気信号を内視鏡シャフトの内部にさらに伝達する電線は、複数のシールド及び非シー
ルドワイヤ、弾力性を有するプリント回路基板などを備えたケーブルであってもよい。
　本発明の出願人のビデオ内視鏡においては、光学系と、画像センサの両方が密閉チャン
バ内に配置される。したがって、これらの電線への密閉経路が存在しなければならない。
対応するビデオ内視鏡では、ガラスにモールド成型された、金属ピン、または金属接続ピ
ンを使用して、貫通接続部が密封される。電線は金属ピンに直接はんだ付けされる。
【０００４】
　側視方向のビデオ内視鏡の作動には、機械的な画像の回転が必要である。画像の回転に
伴い、単一の画像センサまたは複数の画像センサと密閉通路との間で電線にねじれが生じ
る。ケーブルは密閉通路のピンにはんだ付けされているため、その中心軸は、回転の回転
面上に位置する。ケーブルは扇形に延出され、個々のワイヤは密閉コネクタにはんだ付け
されているため、ケーブルには絶えずわずかな力でねじれが生じることになる。
【０００５】
　しかし、個々の接続ピンに個々のワイヤをはんだ付けするのは、面倒であると共に混同
が起きやすく、また高いプロセスリスクを伴うため、生産コストがかかる。
　対照的に、本発明の目的は、特に側視方向に回転可能なビデオ内視鏡において、生産が
容易で、ビデオ内視鏡の密閉チャンバ内で低力でのねじりを許容する、適切な接続を可能
にすることである。
【０００６】
　この目的は、ビデオ内視鏡のシャフト内に密閉ビデオユニットを有するビデオ内視鏡の
ための電気接続部品によって解決される。該電気接続部品は、導体トラックを有する少な
くとも部分的に弾力性を有するプリント回路基板を備え、該プリント回路基板は、密閉貫
通接続部の接続ピンのための開口部を備えたベース面と、ベース面とは異なる、特に反対
の方向に分岐する共に弾力性を有する第１アームと第２アームとを有する。第１アーム及
び第２アームは、それぞれベース面から離れたそれぞれの端部に平坦な端面を有し、導体
トラックは、ベース面上の開口部と端面における電気接触面との間に延びている。
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【０００７】
　本発明に係る電気接続部品は、密閉貫通接続部に容易にはんだ付け可能な、少なくとも
部分的に弾力性を有するプリント回路基板によって、アダプタプリント回路基板を実現す
ることで、密閉貫通接続部への複雑な接続の問題を解決する。ケーブルのワイヤは、それ
に伴い、プリント回路基板の端面上の接触面にはんだ付けされる。ここでの利点は、プリ
ント回路基板上のはんだパッドの配置が平らであるため、はんだ付けが非常に簡単で、し
たがって安価になることである。
【０００８】
　密閉通路の接続ピンへのベース面のはんだ付け時に、ベース面、またははんだパッドが
、露出されて容易に到達できるように、２つのアームはまだ上下に重ねられていない。こ
こでのはんだ付けは容易に自動化することができる。手作業によるはんだ付けの場合にも
、この場所での意図しない接続の交換は除外される。
【０００９】
　弾力性を有するプリント回路基板のベース面及び／または単一または複数の端面が、補
強されている及び／またはアームより弾力性が低いのが好ましい。ベース面が補強されて
いる及び／またはアームより弾力性が低い場合は、プリント回路基板のベース面を、密閉
貫通接続部の接続ピンの上に容易にスライドさせることができ、簡単な方法でそれぞれの
位置に固定することができる。このことはまた、その後のはんだ付けを容易にする。端面
が補強されているかアームよりも弾力性が低い場合、さらなる電気接続要素への接続が容
易になる。
【００１０】
　補強により、接続部品は安定化し、画像センサからビデオ内視鏡のハンドルへの経路上
における望ましくない電気接続の緩みが妨げられる。
　ビデオ内視鏡における画像センサの回転機能は、第１アームと第２アームとが、好まし
くは同じ長さを有し、上下に平らに配置されることができる、または配置され、積層状態
での端面がベース面から離れる方向を向き、積層状態でベース面と共にほぼ対称な三角形
を形成し、上下に配置された端面が、ビデオユニットのほぼ中心軸上にまたは回転軸上に
位置する場合に促進される。この結果、電気接続は、回転軸の上に、または回転軸の近傍
にあるため、画像の回転がさらに保証される。これを可能にするために、プリント回路基
板は、端部同士が回転軸付近で接触するように、２つの辺の各々の上で湾曲するように実
装される。したがって、さらなる接続要素のねじれは、どの方向にも推奨されないため、
摩耗が最小化される。端面は上下に位置し、中心軸、または回転軸に対して対称に配置さ
れることもできる。
【００１１】
　プリント回路基板は、アームが上下に位置した状態で、内側に位置する側の各々に連続
したグランド層を有するのが好ましい。これにより、グランド層は、アーム上の導体トラ
ックの間に位置し、導体トラックを互いに遮蔽し、それにより、クロストークによる信号
の混乱を効果的に防止する。グランド層同士は、共通の電位を有してもよいし、または別
の電位であってもよい。
【００１２】
　さらに好ましいのは、特に平坦な安定化本体が、上下に位置する端面の間に配置されて
いて、安定化本体が、特に、第１アーム及び第２アームの端面の導体トラックにおける信
号クロストークを防止または低減する材料を含むことである。安定化本体は、確実に端面
同士の固定を更に向上するため、連続的な接続がより安定し、損傷を受けにくくなる。同
時に、安定化本体は、端面同士をさらに分離し、したがってまた端面上の信号線を分離す
るため、導体トラックの容量結合を相互間で最小化し、信号クロストークを効果的に防止
する。
【００１３】
　互いに背中合わせに配置された２つの端面を有する、本発明によるプリント回路基板の
実装により、多くの導電体の接続が可能になるため、複数の画像センサ、例えば２つの画
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像センサ、を接続することができる。
【００１４】
　接点としては、プリント回路基板の端面の接触面へのはんだ付け、または例えば画像セ
ンサへのプラグ接点を有する予備作製が可能なケーブル接続の使用により実現可能なプラ
グ接続を提供することができる。
【００１５】
　端面を貫通すると共に互いに接続し、安定化本体の両側に特にキノコ状の突起として形
成された接続要素が存在するのが好ましい。これにより、端面のための及び電気接続部品
のための保持機能が実現される。接続要素は、ねじまたはリベットであってもよい。ある
いは、端面同士も一緒に接合、または安定本体に接合されてもよい。
【００１６】
　プリント回路基板のベース面は、密閉貫通接続部の接続ピン上の開口部にプラグ接続さ
れ、接続ピンにはんだ付けされるのが好ましい。ここで、ベース面は、毛細管効果により
中間間隙にはんだが侵入して短絡を引き起こすのを防止するために、密閉貫通接続部の表
面上に平らに位置しないのが好ましい。
【００１７】
　端面上の接触面が、さらなる電気接続要素、特に１つ以上のケーブルまたは１つ以上の
弾力性を有するプリント回路基板の接点に接続され、接点が特にはんだ付けを使用するか
、プラグ接続によって確立されるのが好ましい。
【００１８】
　本発明に係る電気接続部品は製造が容易であり、製造における低コストと高い処理安定
性を保証する。
　本発明に示される目的は、上述した本発明に係る電気接続部品を有する、内視鏡のシャ
フト内に密閉ビデオユニットを有するビデオ内視鏡によって解決される。
【００１９】
　加えて、本発明の目的は、内視鏡のシャフト内に密閉ビデオユニットを有するビデオ内
視鏡における本発明に係る前述の電気接続部品の使用により解決される。
　最後に、本発明の目的はまた、内視鏡のシャフト内に密閉ビデオユニットを有するビデ
オ内視鏡の電気接続の作成方法によっても解決され、さらに発展すると、開口部を有する
少なくとも部分的に弾力性を有するプリント回路基板のベース面が、ビデオユニットの密
閉貫通接続部の接続ピンにプラグ接続され、接続ピンがプリント回路基板の開口部で導体
トラックの接触面にはんだ付けされ、第１アームと第２アームとが互いに向けて湾曲し、
両アームの端面が上下に配置されて互いに接続され、導体トラックの接触面が互いに反対
向きの端面の側で端面上に配置されることで、さらなる電気接続要素の導電体への端面の
導電性接続が確立される。端面は、上下に配置されて、両方ともベース面から離れる方向
を向くのが好ましい。
【００２０】
　本発明に係る電気接続は、この方法によって作成される。本発明による接続部品のため
のさらなる指定の構成要素は、本発明によるさらなる方法の手順に適宜統合される。
　個々の発明の目的に由来する特徴、特性、及び利点、したがって電気接続部品、ビデオ
内視鏡の電気接続の使用及び作成方法はまた、互いに関連するそれぞれの他の本発明の目
的に制限なく適用される。
【００２１】
　本発明のさらなる特徴は、特許請求の範囲及び図面を伴う、本発明に係る実施形態の説
明から明らかになる。本発明の実施形態は、個々の特性またはいくつかの特性の組み合わ
せを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】公知のビデオ内視鏡の断面の概略図である。
【図２】本発明に係る接続部品の側面図である。
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【図３】図２の本発明に係る電気接続部品の概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明は、図面を参照した例示的な実施形態に基づいて、本発明の一般的な意図を制限
することなく、以下に記載されており、それにより、我々は、テキスト内に詳しく説明さ
れていない本発明に係るすべての詳細の開示に関し、明示的に図面を参照する。
【００２４】
　同様の説明を再び繰り返さなくてもよいように、図面において、同一または類似のタイ
プの要素及び／または部品には同じ参照番号が付されている。
　図１は、例えば出願人によって市販されているようなビデオ内視鏡の中心軸の概略断面
図を示す。図は、側視ビデオ内視鏡の内視鏡シャフトであり、内視鏡シャフトは、観察の
ために必須であるビデオ内視鏡の要素を密閉して包み込む管１を備える。シャフトは、斜
めの窓２を備えた遠位端で閉じられており、その背後に、ここでは模式的に示された対物
レンズ３がある。対物レンズ３は、オブジェクト管４によって管１に固定されている。対
物レンズ３は、斜めに見るように設計されている。管１の近位端は、絶縁板、または例え
ばガラス成型物として形成される密閉貫通接続部１０によって閉じられ、接続ピン１１が
貫通している。
【００２５】
　リング６を備えた内管５が、オブジェクト管４の近位端で、管１内に密閉された状態で
取り付けられている。その遠位端領域で、内管５は、そこに固定されたＣＣＤ管７内にお
いて、遠位視センサーチップ、電子部品などを有する電子機器を備えた画像センサ８を支
持する。画像センサユニットの近位面側は、管１の軸と平行に配置されている接続ピン９
を支持している。
【００２６】
　接続ピン９と接続ピン１１とはつなげられるようになっている。この接続は、ねじれを
許容できるフラットケーブルまたはケーブル束１３によって形成される。ケーブル束１３
の両端は、各々が接続ピン９、１１にはんだ付けされている個々のケーブル１４、１５に
扇形に接続される。この実施形態は、図示されていない、例えば磁気的な回転駆動装置な
どの手段によって、内管５を回転させることにより、密閉貫通接続部１０及び斜視型対物
レンズ３について画像センサ８の回転を可能にする。
【００２７】
　ケーブル１４、１５の接続ピン９、１１へのはんだ付けは、面倒であると共に混同を生
じやすい。
　図２は、側面からの概略図で、本発明に係る対応する接続部品を示している。図の右側
は、ハウジング２０内の密閉貫通接続部１０を示す。図の右側には、密閉貫通接続部１０
に近位に接合するように、プラグ接続及びねじ接続部２２を受容するためのハウジング部
２１がある。
【００２８】
　接続ピン１１は、密閉貫通接続部１０の遠位側から突き出している。これらのピンはま
た、近位側でも突き出しているが、図では、ハウジング２０によって覆われている。密閉
貫通接続部１０の接続ピン１１にサイズ及び配置において対応している開口部を有する弾
力性を有するプリント回路基板３０のベース面３１は、その遠位側に突出した接続ピン１
１にプラグ接続される。ここで、ベース面３１は、貫通接続部１０までの離間距離を有し
ている。
【００２９】
　図２において、ベース面３１は、各々が弾力性を有するように形成され、個別には示さ
れていない導体トラックを支持している第１アーム３２及び第２アーム３３の上下に延び
ている。弾力性を有するプリント回路基板３０のアーム３２、３３の弾力性を有する部分
は、上下に位置する剛性端面３６、３７で終端し、やや厚めな安定化本体４０は、端面３
６、３７の間に挿入されている。接続要素４１は、第１アーム３２の端面３６、安定化本
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体４０、第２アーム３３の端面３７の積層を貫いて延び、図２に記載の例示的な実施形態
においては、安定化本体４０の両側のキノコ形突起として形成されている。接続要素４１
は、ネジであってもよい。平坦面の結合も、本発明の範囲内で可能である。上下に配置さ
れたアーム３２、３３の裏側及び端面３６、３７は、共通電位にあるグランド層を有する
か、または別の接続ピン１１を用いて別個の接地電位に設置されてもよい。グランド層は
、むき出しであってもよいし、あるいは、例えばコーティングまたはラッカーを使用して
、相互に電気的に絶縁されていてもよい。グランド層は、信号クロストークを防止するた
めに相互に導体トラックを遮蔽する役割を果たす。
【００３０】
　ベース面３１、第１アーム３２、第２アーム３３の間には三角形状が生じ、その場所で
端面３６、３７が互いに接触する。接点は、ベース面３１、または密閉貫通接続部１０の
仮想軸上にある。端面３６、３７はベース面３１から離れる方向を向いている。
【００３１】
　端面３６、３７の先端には、図示しない追加の接続手段への追加接続のための、接触面
３４、３５がある。
　図３は、図２の接続部品を概略斜視図で示している。図２に表示されている詳細に加え
て、図３は、比較的数の多い接触面３４、３５が、端面３６、３７の遠位端に配置される
ことができることも示している。接触面３４、３５を起点とする導体トラックは、明確化
のために個々には示されていない。導体トラックは、各接触面３４または３５からベース
面３１上の接続ピン１１に延びている。この位置では、接続ピン１１は、２つのアーム３
２、３３が閉じる前に適用されたはんだ付けによって、開口部を取り囲むはんだパッドに
接続されている。
【００３２】
　接触面３４、３５はまた、フラットケーブル、プリント回路基板またはそれに続く扇形
に広がることも可能な多導体接続ケーブルのワイヤに簡単な方法で平面的にはんだ付けす
ることができる。なお、端面３６、３７の遠位端に、プラグを有する追加のケーブルを差
し込むことができるように、プラグ接続のための保持手段を装備することも可能であり、
それにより、はんだ付けの必要性を排除できる。
【００３３】
　図２及び図３の電気接続部品は、プリント回路基板３０の弾性部により、ある程度弾力
性もあり、従って構造の弾力性を増す小型で安定した製品である。同時に、これにより、
安価で、トラブルのない処理が可能になる。本発明に係る電気接続部品はまた、１つ以上
の画像センサについてより安全で連続的な接続を可能にし、同時に、回転に、ほとんど力
を要せず、あるいは密閉通路についてのセンサ群のねじれを要求しない。
【００３４】
　図面のみからとられたものを含むすべての列挙された特性、及びその他の特性との組み
合わせで開示されている個々の特性は、個々に、また組み合わせて、本発明に不可欠であ
ると考えられる。本発明の実施形態は、個々の特性または複数の特性の組み合わせによっ
て実現することができる。
［符号の説明］
１　管
２　窓
３　対物レンズ
４　オブジェクト管
５　内管
６　リング
７　ＣＣＤ管
８　電子機器を備えた画像センサ
９　接続ピン
１０　密閉貫通接続部
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１１　接続ピン
１３　ケーブル束
１４、１５　扇形に延出されたケーブル
２０　ハウジング
２１　雌ねじハウジング部
２２　ねじ接続位置
３０　弾力性を有するプリント回路基板
３１　ベース面
３２　第１アーム
３３　第２アーム
３４、３５　接触面
３６、３７　端面
４０　安定化本体
４１　接続要素

【図１】 【図２】

【図３】
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摘要(译)

视频内窥镜的电连接部件，视频内窥镜和视频内窥镜的电连接方法技术
领域本发明涉及一种用于视频内窥镜的电连接部件，该视频内窥镜具有
封装在视频内窥镜的轴中的视频单元，视频内根据本发明的电连接部件
包括具有导体轨道的至少部分弹性的印刷电路板（30），印刷电路板
（30）连接到密封的直通连接（10）的连接销（11）。第一臂（32）和
第二臂（33），其与基部表面（31）不同并且在特别相反的方向上分支
并且一起具有弹性，基部表面（31）其中，第一臂和第二臂中的每一个
在其远离基面的相应端部处具有平坦的端面，在基面（31）上的开口和
端面（36,37）处的电接触面（34,35）之间延伸。
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